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弟
子
屈
町
は
摩
周
湖
を
は
じ
め
屈
斜
路
湖
、
硫
黄
山
、

川
湯
温
泉
と
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
昨
年
度
、
１

２
２
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
宿
泊
客
は
こ
の
う
ち

46
％
で
「
５
割
台
に
乗
せ
る
の
が
当
面
の
目
標
」（
伊
藤

昌
行
・
同
町
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
）
と
い
う
。

同
町
は
今
年
度
初
め
て
、
昨
年
５
月
発
足
し
た
町
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
「
摩
周
湖
世
界
遺
産
登
録
実
行
委
員
会
」

（
桐
木
茂
雄
会
長
、
２
０
０
人
）
に
85
万
円
を
助
成
し
た
。

同
委
員
会
は
勉
強
会
を
２
年
間
積
み
重
ね
、
摩
周
湖
を
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
加
え
る
運
動
を
始
め
た
。

同
委
員
会
は
昨
年
11
月「
北
の
大
地
か
ら
の
世
界
遺
産
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
町
民
と
の
意
見
交

換
会
を
毎
月
開
き
、
今
月
20
日
、
摩
周
湖
の
ご
み
拾
い
を

す
る
。
11
月
に
は
「
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
。
世
界

遺
産
の
先
輩
、
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）
白
神
山
地
（
秋
田
、

青
森
県
）
か
ら
中
学
生
を
迎
え
る
。

同
委
員
会
は
今
年
８
月
、
摩
周
湖
展
望
台
に
通
じ
る
道

路
の
車
両
乗
り
入
れ
禁
止
、
電
気
バ
ス
の
運
行
、
展
望
台

付
近
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
山
ろ
く
へ
の
移
転
、
摩
周
湖
博

物
館
の
設
置
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
同
町

に
提
言
し
た
。

車
両
乗
り
入
れ
禁
止
は
、
市
街
地
と
川
湯
温
泉
地
区
に

駐
車
場
を
造
り
博
物
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

併
設
す
る
構
想
と
一
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
経
済
効
果
を

24
億
円
と
試
算
し
た
。

同
町
は
同
委
員
会
と
協
力
、
摩
周
湖
に
関
す
る
資
料
、

研
究
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い「
町
民
は
摩
周
湖
の
専
門
家
」

を
目
指
し
て
い
る
。「
守
る
も
の
が
　
こ
こ
に
あ
る
」。
同

委
員
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
町
中
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
。

●お問合せ先

弟子屈町商工観光課観光振興係 Tel.01548-2-2191
弟子屈町企画振興課企画振興係 Tel.01548-2-2191

８
月
に
多
い
。
展
望
台
か
ら
見
る
と
、
カ
ル
デ
ラ
壁

を
霧
が
伝
い
下
り
る
様
子
や
、
湖
面
を
覆
う
霧
の
向

こ
う
に
摩
周
岳
を
望
む
、
雲
上
か
ら
の
よ
う
な
景
観

な
ど
、
そ
の
都
度
違
っ
た
表
情
が
見
ら
れ
る
。

冬
の
顔
は
「
霧
氷
」。
氷
点
下
20
度
を
超
え
る
厳

寒
の
な
か
で
霧
が
発
生
し
、
風
が
な
い
と
き
に
木
の

枝
に
咲
く
。
し
か
し
、
そ
の
氷
は
繊
細
で
、
日
が
当

た
る
と
10
分
余
り
で
消
え
て
し
ま
う
。

青
く
澄
ん
だ
湖
水
は
、
１
９
３
１
年
の
観
測
で
透

明
度
41
・
６
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
世
界
一
を
誇
っ

た
。
最
近
は
30
メ
ー
ト
ル
前
後
だ
が
、
そ
れ
で
も
世

界
屈
指
だ
。

湖
に
顔
を
出
す
小
さ
な
中
島
。
そ
の
昔
、
稚
内
の

方
に
い
た
首
長
が
殺
さ
れ
、
孫
を
抱
い
て
逃
げ
た
老

女
が
孫
を
見
失
い
、
捜
し
歩
い
た
末
に
摩
周
湖
で
寝

込
み
そ
の
ま
ま
島
に
な
っ
た
―
―
な
ど
と
伝
え
ら
れ

る
。

「
よ
そ
も
の
の
霧
」
と
呼
ぶ
霧
は
暖
流
と
寒
流
が
ぶ

つ
か
る
釧
路
沖
で
生
ま
れ
、
南
風
に
運
ば
れ
て
内
陸

に
入
り
込
み
釧
路
湿
原
、
根
釧
原
野
を
経
て
摩
周
湖

へ
た
ど
り
着
く
。

「
自
前
の
霧
」
は
気
温
と
湖
水
の
冷
た
さ
の
差
が

大
き
い
と
き
に
発
生
す
る
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
５
〜

湖面面積：19.2裄（長軸6.75袰、短経3袰）

湖面標高：海抜351m（周囲を海抜500～700m

のカルデラ壁が取り巻き、湖面との比高

は150～350mに及ぶ）

水　　深：最深211.4m（平均137.5m）

注入河川：なし

排水河川：なし

摩周湖宣言

本日ここに集まった摩周湖シンポジウム参加者は、

摩周湖や周辺環境の保全に向けて以下宣言します。

1.我々は、かけがえのない摩周湖の美しさを恒久的

に維持させていくために、摩周湖を中心とした周

辺地域の環境保全に全力を挙げて取り組み、環境

と調和したライフスタイルの実現を目指します。

1.我々は、摩周湖が北海道遺産に選定されたことを

郷土の誇りとし、これを契機として、摩周湖を含

めた郷土の宝を守り、後世に引き継いでいく精神

を育んでいくためにも、摩周湖がユネスコ世界遺

産に登録されるよう地元のみならず、全国の多く

の摩周湖ファンとともにそのための活動を行って

いきます。

平成13年11月18日

摩周湖シンポジウム参加者一同
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